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第 1章  目 的

社団法人電波産業会 (ARIB)で の、第二世代コー ドレス電話システムの標準化により、事業所

におけるディジタルコニ ドレス内線としての需要が急速に伸びている。加えて、 (社)電 信電話技術

委員会 (TTC)で の私設綱に適用可能な信号プロトコルの標準化により、異なるPBX配 下に移動

しても発着信可能とする、PBX間 ローミング付加サービスに対する期待が高まっている。

私設網における、ディジタルインタフ三―ス (共通チャネル形信号方式)と して J TttQ 9 2 1-

a、 JT― Q931-a、 JS-11572が 国内標準として制定されており、大規模事業所コー ド

レスシステムの様な複数のPBXの 無線サービスエリア間を移動する端末に対し、所在に関わらずサ
ニビスを提供するための信号プロトコル J」 -20.60が 平成 8年 に制定された:

さらに平成 10年 、端末に対する認証情報をPBX間 で通知する事により、私設網内で複数の認証

演算アルゴリズムが存在できるようJJ-20.60が 第 2版 に改版され、本ガイ ドラインも拡張機

能に対応するため、試験手順の追加を行った。

上記基準などに基づく製品が各製造業者から製造・販売される中で、各ユーザのPBX導 入を円滑

に促進するためには、各製造業者間での相互接続性の確保が必要不可欠であるが、製品化初期におい

ては、標準に準拠して製造される製品同士でも異なる製造業者間での相互接続性が確保されない場合

があり、相互接続性の確保が重要な課題となっている。

本ガイ ドラインは、このような状況を鑑み、各社が製造するPBX間 ローミング付加サービスの相

互接続性を確保する|ため実施すべき相互接続試験の内容、1手順等について規定するものである。

今後、通信機械工業会が事務局を務める 「pBx相 互接続試験実施連絡会」等の相互接続実施機関

(自ら相互接続試験を実施するものを含む)等 において、本ガイドラインにしたがった相互接続試験

が実施されることを通じて、我が国におけるPBXの 普及に向けた環境整備が発展するとともに、標

準の実効性、新たな標準への反映等に資するものである。

尚、試験環境及び試験機器に対するデータ設定等に関しては、相互接続試験実施機関等が別に定め

る接続試験実施要領書に従うこととする。
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第 2章  相 互接続試験の対象範囲

PBXの 相互接続性は、相互のPBXに 第二世代コー ドレス電話システム標準規格 (RCR ST

D-28)に 準拠した端末を接続し、複数 PBXの 無線サービスエリア間を移動する移動局に対する

位置登録や発着信の動作を確認することを通じてPBX間 のQ点 インタフェースの機能を間接的に確

認するものとする。

ここでQ点 とは、物理インタフェースに依存しないPBX間 の論理的参照点である。

2.1試 験対象機器

ISDNサ ービスを提供するPBX(ボ タン電話を含む)で あり、2.4に 示す標準 (共通

チャネル形信号方式等)に 準拠するよう開発された装置とする。

2.2接 続形態

。 PBX間 を直接接続し、そのリンク上で共通チャネル形信号方式 (1.5M)に よる接続試験

を行う。図 1に接続形態を示す。

直接接続

B 社

図 1  相 互 接 続 試 験 形 態

PBXま たはボタン電話 PBXま たはボタン電話

- 2 -



2.3試 験対象サービス                   1       ‐  ‐   ‐
・PBX間 を移動する移動局に対して、位置登録、発着信を提供するPBX間 付加サービス。
また、移動局に対する認証として、以下の2つの手順を規定する。      |    ‐
。シナリォ1 :認 証演算アルゴリズムが全PBX間 で同■で、かつ移動局の認証鍵を全PBX

.   が 利用可能。                _           ‐
・シナリオla:シ ナリオ1において複数め認証演算を利用可能。           |

(注)試 験対象サービスは製品の実装により決定される。

2.4準 拠すべき標準

。TTC標 準 JT― Q921-a PBX間 テ
゛
ィシ
゛
タルインタフェース (共通チャネル形信号方式)
一レイヤ 2仕 様―

。TTC標 準 JT― Q931-a PBx間 テ
゛
ィシ
゛
タルインタフェース (共通チャネル形信号方式)
一レイヤ 3仕 様―

または、TTc標 準 JS-11572私 設総合サービス網 (回線交換ヾアラサーヒ
゛
ス)

一PBX間 信号プロトコルレイャ 3仕 様二

・TTC標 準 JS-11582 私 設総合サニビス網 (付加サーヒ
゛
スの為の汎用機能手順)

一PBX間 信号プロトコルレイヤ 3仕 様―

・TTC標 準 」J-20.60 私 設総合サービス網 (P3X間 口‐ミング付加サービス)
一PBX間 信号プロトコル仕様-1

(注)相 互接続試験の実施に関し以下の標準を参考のため記載する。

・TTC標 準 J」 -20.20  PBX間 ディシ
゛
タノンタフェ'(共 通チャカレ形信号方式)一 概説―

・TTC標 準 JJ-20.21  PBX間 テ
゛
ィシ
゛
タルインタフェリ (共通チャネル形信号方式)一 接続構成T

・TTC標 準 JJ-20.22  PBX間 テ
゛
ィシ
゛
夕Zンタフェリ (共通チャネル形信号方式)一 ■ヒ

゛
ス条件―

・TTC標 準 JT― 1431-c PBX間 テ
゛
ィシ
゛
タルインタフェリ (共通チャれ形信号方幻
一一次群速度レィャ1仕様二

・ARIB標 準 RCR sTD-28 第 二世代コードレス電話システム標準規格

- 3 - ―



第3章 相 互接続試験の実施形態

相互接続試験の実施形態は以下の6形態に分類される。

① サ=ビ スプロフアイル問い合わせ

ホームPBXに 、PBX間 ローミング付加サ
ービスに必要なサービスプロファイル情報問い合

わせを行い、情報が取得できることを確認する。

② 位置登録

PSの ローミング番号がホームPBX及 びビジタPBXに 登録されることを確認する。

③ 発信

ビジタPBXに 在圏するPSよ り発信し、その通話の正常性を確認する。

④ ローミング着信           :

ビジタPBXに 在圏するPSに 着信し、その通話の正常性を確認する。

⑤ 位置情報照合

ビジタPBXと ホームPBXの 位置情報が照合されることを確認する。

⑥ 位置登録削除

ビジタPBXに 存在するPSの 情報が消去されることを確認する。      .

第4章  相 互接続試験参加の前提条件

4.1 前 提条件

相互接続試験参加にあたつては、以下の条件を前提とする。

(1)相 互接続試験で使用する端末認証演算アルゴリズムが、全PBXで 同
一の場合、端末の認証

鍵を全PBXが 利用可能とするため、PBxに 実装される演算アノンゴリズムに対応可能な端

末を使用すること。

(2)相 互接続試験で使用する端末認証演算アルゴリズムが複数存在する場合、端末の認証鍵をビ

ジタ局で利用可能とするため、ホ
ーム局はビジタ局に対して認証鍵情報を送出すること。

4.2 不 定期接続試験依頼の対応

不定期に接続試験の依頼があった場合は既に接続試験の結果が得られている2社以上の製造

業者が参加 し、接続試験を行 う。
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第5章  試 験実施方法

5.1 事 前確認

試験参加各社は、PBx間 ローミング付加サービス相互接続試験においては、伝達能力 (B

C)、 チャネル識別子、発番号、着番号、ファシリティのコーディングおよび条件リス トに

ついて、事前に情報交換を行う:

(参考として、コTデ ィングの様式を別紙 1-1～ 20、 条件リス トを別紙 2-1, 2)に

示す。なお、これらの様式の内容は、試験内容の変化等に応じ、相互接続機関等で適宜変更

されるものである。)

5.2 実 施場所

試験実施場所に関しては、相互接続試験実施機関等が指定する試験場所に機器を持ち込ん

で実施する。

5.3 試 験の実施

5.3.1 試 験での留意点

試験の実施にあたっては、以下のことを留意する。

・効率的に試験を実施するため、 トラブルの有無に関わらず、各試験を一定時間内に終了
すべきである。

5.3.2 各 試験での共通手順等

各試験に共通の手順等を以下に示す。
。原則として、各製造業者等の試験対象機器の総当たりにより試験を実施する。
・局番号は、試験参加者間で仮の局番を付与する。
・システム IDは 、試験参加者間で仮のシステム IDを 付与する。         ‐
。ローミングを行 うPSは 、予め各社のPBXに おける無線区間インタフェースとの適合
確認を行つたものを使用する6
。ローミングを行うPSは 、ローミング先のシステム IDを 予め記憶したもめを使用する。
・TTC標 準 」 J-20.60の シナリオ 1に よる試験を実施する場合(試 験参加者間

‐  ‐  ‐ で実装する端末認証アルゴリズムを事前に決定すること。
・TTC標 準 J」 -20.60の シナリオ laに よる試験を実施する場合、試験参加者
‐間で実装する端末認証アルゴリズムの種類と認証鍵情報との対応を事前に確認すること。

5.4 相 互接続試験手順書等

5.4.1 サ ービスプロファィル問い合せ 。位置登録
(1)事 前確認事項
。メッセージの内容を事前に確認すること。
・PSに ビジタ局のシステム ID及 び局番が登録されていること。

(2)試 験項 目
。ビジタ局にて,位置登録 させ、ホームロケーションレジスタ及び ビジタロヶ―ションレジス

タが登録されることを確認する。 (参考としてチェックリス トを別紙 3-1～ 4に 付す。)
(3)試 験手順

‐  9 還ご急暴2曇讐「8詈聾鼻苺會管ヒtlな サ
局の「源を切り、
ビジタ局の基地局

② ビジタ局のビジタロケ‐ションレジスタが登録されていることを確認する。
③ ホーム局のホームロケァションレジスタが登録されていることを確認する。



5.4.2 発 信

(1)事 前確認事項
。メッセージの内容を事前に確認すること。            i
・ホームロケーションレジスタ及びビジタロケーションレジスタが登録 されていること。

(2)試 験項 目
・ロー ミング中の PSか ら発信できることを確認する。

(参考としてチェックリス トを別紙 3Tl～ 4に 付す。)

(3)試 験手順

① ビ ジタ局のPSか らビジタ局の一般内線に発信して、一般内線で応答する。
② 両方向の通話が正常にできることを確認する。

5.4.3 ロ ーミング着信

(1)事 前確認事項
。メッセージの内容を事前に確認すること。              |
・ホームロケーションレジスタ及びビジタロケーションレジスタが登録されていること。

(2)試 験項目
・ローミング中の端末へ着信できることを確認する。

(参考としてチェックリス トを別紙 3-1～ 4に 付す。)

(3)試 験手順

① ホーム局の一般内線から発信して、ビジタ局のPSへ 着信させ応答する。
② 両方向の通話が正常にできることを確認する。

③ ビ ジタ局から発信してビジタ局のPSへ 着信させ応答する。
④ 両方向の通話が正常にできることを確認する。

5.4.4 位 置情報照合

(1)事 前確認事項

。メッセージの内容を事前に確認すること。
・ホームロケーションレジスタ及びビジタロケーションレジスタが登録されていること。

(2)試 験項目
・ビジタ局とホーム局間でデータベース整合ができることを確認する。
(参考としてチェックリス トを別紙 3-1～ 4に 付す。)

(3)試 験手順

① ビ ジタ局からホーム局に対してデータベース整合を行 う。

② 正常の場合、ホームロケーションレジスタ及びビジタロヶ―ションレジスタが削除され
ないことを確認する。

③ ホームロケーションレジスタが無い場合、ビジタロケーションレジスタが削除さること
を確認する。

5.4.5 位 置登録削除

(1)事 前確認事項
。メッセージの内容を事前に確認すること。

・ホームロケーションレジスタ及びビジタロケーションレジスタが登録されていること。
(2)試 験項目
・ホーム局にて位置登録させ、ホームロケーションレジスタ及びビジタロケーションレジ
スタが削除されることを確認する。 (参考としてチェックリス トを男り紙 3-1～ 4に 付
す。)

(3)試 験手順

① ホーム局の基地局の電源を投入後、ビジタ局の基地局の電源を切 り、ホーム局の基地局

経由でローミング状態が解除されることを確認する。

② ビ ジタ局のビジタロケーションレジスタが削除されていることを確認する。
③ ホーム局のホームロケーションレジスタが肖J除されていることを確認する。
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第 6章  試 験結果のとりまとめとその後の手続き

6.1試 験結果のとりまとめ

相互接続試験終了後、相互接続実施機関等は試験結果をとりまとめるものとする。

(様式の例を別紙 3-1～ 4、 4Tl、 4-2に 示す。)

当該機関等は、必要に応じ相互接続試験結果を標準活動にフィニ ドバックするものとする。

6.2 TTC標 準準拠表示について

相互接続試験を実施し良好な試験結果を得た製造業者等が、TTC標 準準拠表示を行おうと

するときには、 「TTC標 準準拠表示取扱要領」にしたがい、同試験の結果を添付した書類を
TTCに 届け出ることとする。その届出により、本ガイドラインに基づき試験が実施され、所
期の試験結果が得られたことをTTCが 確認した場合には、当該機器がTTC標 準等に準拠し
ていることを示すTTCマ ークまたは取扱説明書等へ文章による表示を行うことが可能とな
る。

尚、本ガイドラインの試験対象サービスで、下記1)項 または2)項 のいずれかの試験の良
好な試験結果が得られた場合でも届出可能とする。           |
1)本 ガイドラインの2.3項 のシナリオ1での相互接続試験
2)本 ガイ ドラインの 2.3項 のシナ リオ laで の相互接続試験



別紙 1 - 1 ( 1 / 3 )

P B X間 ローミングサービス

( Q 9 3 1 - a )

会社名

担  当

T E L

F A X

サービスプロファイル問い合せ時の呼設定メシセージに関する情報要素

[パターン  /  ] (複 数のパターンの場合には、用紙を複写して記入すること。)

伝達能力 (BC ) チャネル識別子

オクテット コーァィング オクテット コーディング

1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 4 1 0 0 0 1 1 0 0 0 18

2 2

3 3

3 a 3.1

3.2

4a 3.3

4b

質
υ

5a

5b

5c

5d

6

6a

7

7a

[記入上の注意点]

(1)省 略されるオクテットには、何も記入せずブランクとすること。

(2)提 出する様式には、 1枚 1枚 に必ず会社名などを記入すること。

[備考]

- 8 -



別紙 1 - 1 ( 2 / 3 )

P B X間 ロー ミングサービス

( Q 9 3 1 - a )

会社名

担  当

T E L

F A X

サービスプロファイル問い合せ時の呼設定メッセージに関する情報要素

[パターン  /  ] (複 数のパターンの場合には、用紙を複写して記入すること。)

発番号 着番号

指定する。省略する

オクテット コーディング オクテット コーァィング

1 0 1 1 0 1 1 0 0 6C 0 1 1 1 0 0 0 0 70

2 2

3 3

3 a 4

4

[記入上の注意点]                    :

(1)省 略されるオクテットには、何も記入せずブランクとすること。

(2)提 出する様式には、 1枚 1枚に必ず会社名などを記入すること。

[備考]

-9-



別紙 1 - 1 ( 3 / 3 )

P B X間 ローミングサービス

( Q 9 3 1 - a )

会社名

担  当

T E L

F A X

サービスプロファイル問い合せ時の呼設定メッセージに関する情報要素 :  ‐

[パターン  /  ] (複 数のパタ‐ンの場合には、用紙を複写して記入すること。)

[記入上の注意点]

(1)省 略されるオクテットには、何も記入せずブランクとすること。

(2)提 出する様式には、 1枚 1枚に必ず会社名などを記入すること。

[備考]

ファシリテイ

オクテット コーァィング オクテット コーディング オクテット コーァィング

1 0 0 0 1 1 1 0 0 lC

９

“

3

- 1 0 - ―



別紙 1 - 2 ( 1 / 3 )

P B X間 ロー ミングサービス

( Q 9 3 1 - a )

会社名

担  当

T E L

F A X

位置登録削除時の呼設定メッセージに関する情報要素

[パターン  /  ] (複 数のパターンの場合には、用紙を複写して記入すること。)

伝達能力 (BC) チャネル識別子

オクテット コーァィング オクテット コーァィング

1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 4 1 0 0 0 1 1 0 0 0 18

９

“
９

″

3 3

3 a
つ
０

4 ，
“

Ｏ
υ

4a Ｏ
υ

つ
０

4b

5

5a

5b

5c

5d

6

6a

7

7a

[記入上の注意点]

(1)省 略されるオクテジトには、何も記入せずブランクとすること。

(2)提 出する様式には、 1枚 1枚に必ず会社名などを記入すること。

[備考]

- 1 1 -



別紙1-2(2/3)

P B X間 ロー ミングサービス

( Q 9 3 1 - a )

会社名

担  当

T E L

F A X

位置登録削除時の呼設定メッセージに関する情報要素

[パターン  /  ] (複 数のパターンの場合には、用紙を複写して記入すること。)

発番号 着番号

指定する。省略する

オクテット コーディング オクテット コーァィング

1 0 1 1 0 1 1 0 0 6C 1 0 1 1 1 0 0 0 0 70

９

“ 2

3
０
０

3a 4

4

[記入上の注意点]

(1)省 略されるオクテットには、何も記入せずブランクとすること。

(2)提 出する様式には、 1枚 1枚 に必ず会社名などを記入すること。

[備考]

―- 12 -―



別紙 1 - 2 ( 3 / 3 )

P B X間 ロー ミングサービス

( Q 9 3 1 - a )

会社名

担  当

T E L

F A X

位置登録削除時の呼設定メッセージに関する情報要素

[パターン  /  ] (複 数のパターンの場合には、用紙を複写して記入すること。)

[記入上の注意点]

(1)省 略されるオクテットには、何も記入せずブランクとすること。

(2)提 出する様式には、 1枚 1枚 に必ず会社名などを記入すること。

[備考]

ファシリティ

オクテット コーァィング オクテット コーァィング オクテット コーディング

1 0 0 0 1 1 1 0 0 lC

2

3

―- 13 -―



別紙 1 - 3 ( 1 / 3 )

P B X間 ローミングサービス

( Q 9 3 1 - a )

会社名

担  当

T E L

F A X

ローミング着信時の呼設定メッセージに関する情報要素

[パターン  /  ] (複 数のパターンの場合には、用紙を複写して記入すること。)

伝達能力 (BC) チャネル識別子

オクテット コーァィング オクテット コーァィング

1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 4 1 0 0 0 1 1 0 0 0 18

９

“

９

“

3 3

3 a 3.1

4 3.2

4a 3.3

4b

5

5a

5b

5c

5d

6

6a

7

7a

[記入上の注意点]                      ‐

(1)省 略されるオクテットには、何も記入せずブランクとすること。

(2)提 出する様式には、 1枚 1枚 に必ず会社名などを記入すること。

[備考]

- 1 4 -



別紙1-3(2/3)

P B X間 ローミングサービス

( Q 9 3 1 - a )

会社名

担  当

T E L

F A X

ローミング着信時の呼設定メッセージに関する情報要素

[パターン  /  ] (複 数のパターンの場合には、用紙を複写して記入すること。)

発番号 着番号

指定する。省略する

オクテット コーァィング オクテット コーァィング

1 0 1 1 0 1 1 0 o 6C 1 0 1 1 1 0 0 0 0 70

，

“
，

“

つ
０ 3

3 a 4

4

[記入上の注意点]

(1)省 略されるオクテットには、何も記入せずブランクとすること。

(2)提 出する様式には、 1枚 1枚 に必ず会社名などを記入すること。

[備考]

- 15 -



別紙1-3(3/3)

P B X間 ロー ミングサービス

( Q 9 3 1 - a )

会社名

担  当

T E L

F A X

ローミング着信時の呼設定メッセ
ージに関する情報要素

[パターン  /  ] (複 数のパターンの場合には、用紙を複写して記入すること。)

[記入上の注意点]

(1)省 略されるオクテットには、何も記入せずブランクとすること。

(2)提 出する様式には、 1枚 1枚 に必ず会社名などを記入すること。

[備考]

ファシリティ

オクテット コーァィング オクテット コーブィング オクテット コーァィング

1 0 0 0 1 1 1 0 0 lC

，

″

3

- 1 6 -



別紙 1 - 4 ( 1 / 3 )

P B X間 ローミングサービス

( Q 9 3 1 - a )

会社名

担  当

T E L

F A X

位置情報照合 (H→ V)時 の呼設定メッセージに関する情報要素

[パターン  /  ] (複 数のパターンの場合には、用紙を複写して記入すること。)

伝達能力 (BC) チャネル識別子

オクテット コーァィング オクテット コーァィング

1 0 0 0 0 0 1 0 0 04 1 0 0 0 1 1 0 0 0 18

，

″

９

“

3 3

3a 3.1

4 3.2

4a 3.3

4b

5

5a

5b

5c

5d

6

6a

7

7a

[記入上の注意点]

(1)省 略されるオクテットには、何も記入せずブランクとすること。

(2)提 出する様式には、 1枚 1枚 に必ず会社名などを記入すること。

[備考]

- 1 7 ・



別紙 1 - 4 ( 2 / 3 )

P B X間 ロー ミングサービス

( Q 9 3 1 - a )

会社名

担  当

T E L

F A X

位置情報照合 (H→ V)時 の呼設定メッセージに関する情報要素

[パターン  /  ] (複 数のパターンの場合には、用紙を複写して記入すること。)

発番号 着番号

指定する。省略する

オクテット コーディング オクテット コーディング

1 0 1 1 0 1 1 0 0 6C 1 0 1 1 1 0 0 0 0 70

，

“ 2

０
０ 3

3 a 4

4

[記入上の注意点]

(1)省 略されるオクテットには、何も記入せずブランクとすること。

(2)提 出する様式には、 1枚 1枚 に必ず会社名などを記入すること。

[備考]

―- 18 -



別紙 1 - 4 ( 3 / 3 )

P B X間 ロー ミングサービス

( Q 9 3 1 - a )

会社名

担  当

T E L

F A X

位置情報照合 (H→ v)時 の呼設定メシセージに関する情報要素

[パターン  /  ] (複 数のパターンの場合には、用紙を複写して記入すること。)

[記入上の注意点]

(1)省 略されるオクテットには、何も記入せずブランクとすること。

(2)提 出する様式には、 1枚 1枚 に必ず会社名などを記入すること。

[備考]

フアシリティ

オクテット コーァィング オクテット コーディング オクテット コーァィング
1 0 0 0 1 1 l o o lC

2

3

―- 19 -一



別紙 1 - 5 ( 1 / 3 )

会社名

担  当

T E L

P B X間 ローミングサービス

( Q 9 3 1 二a )

FAX

位置情報照合 (V→ H)時 の呼設定メッセ
ージに関する情報要素

[パターン  /  ] (複 数のパターンの場合には、用紙を複写して記入すること。)

伝達能力 (BC) チャネル識別子

オクテット コーァィング オクテット コーァィング

1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 4 1 0 0 0 1 1 0 0 0 18

2 2

Ｏ
υ 3

3 a 3.1

4 3.2

4a 3.3

4b

5

5a

5b

5c

5d

6

6a

7

7a

[記入上の注意点]

(1)省 略されるオクテットには、何も記入せずブランクとすること。

(2)提 出する様式には、 1枚 1枚 に必ず会社名などを記入すること。

[備考]

-20-



別紙1-5(2/3)

P B X間 ロー ミングサービス

( Q 9 3 1 - a )

会社名

担  当

T E L

F A X

位置情報照合 (V→ H)時 の呼設定メッセージに関する情報要素

[パターシ  /  ] (複 数のパターンの場合には、用紙を複写して記入すること。)

発番号 着番号

指定する。省略する

オクテット コーディング オクテット コーァィング

1 0 1 1 0 1 1 0 0 6C 1 0 1 1 1 0 0 0 0 70

９

“

９

″

Ｏ
υ 3

3a 4

4

[記入上の注意点]

(1)省 略されるオクテットには、何も記入せずブランクとすること。

(2)提 出する様式には、 1枚 1枚 に必ず会社名などを記入すること。

[備考]

-  2 1 -



別紙 1 - 5 ( 3 / 3 )

会社名

担  当

T E L

P B X間 ロー ミングサービス

( Q 9 3 1 - a )

F A X

位置情報照合 (V→ H)時 の呼設定メッセージに関する情報要素

[パターン  /  ] (複 数のパタ‐ンの場合には、用紙を複写して記入すること。)

[記入上の注意点]

(1)省 略されるオクテットには、何も記入せずブランクとすること。

(2)提 出する様式には、 1枚 1枚に必ず会社名などを記入すること。

[備考]

ファシリティ

オクテット コーァィング オクテット コーディング オクテット コーァィング

1 0 0 0 1 1 1 0 0 lC

９

″

3

―- 22 -



別紙 1 - 6 ( 1 / 2 )

P B X間 ロー ミングサービス

( Q 9 3 1 - a )

会社名

担  当

T E L

F A X

サ「ビスプロzァ イル間立≧合せ応答時の応答メッセージに関する情報要素 (シナリオ 1)

[パターン  /  ] (複 数のパターンの場合には、用紙を複写して記入すること。)

[記入上の注意点]

(1)省 略されるオクテットには、何も記入せずブランクとすること。

(2)提 出する様式には、 1枚 1枚に必ず会社名などを記入すること。

[備考]

ファシリティ

オクテット コーァィング オクテット コーディング オクテット コーァィング

1 0 0 0 1 1 1 0 o lC

９

“

０
０

―- 23 -



別紙 1 - 6 ( 2 / 2 )

P B X間 ローミングサービス

( Q 9 3 1 - a )

会社名

担  当

T E L

F A X

サービスプロファイル問い合せ応答時の応答メッセ
ニジに関する情報要素 (シナリオ la)

[パターン  /  ] (複 数のパタニンの場合には、用紙を複写して記入すること。)

[記入上の注意点]

(1)省 略されるオクテットには、何も記入せずブーランクとすること。

(2)提 出する様式には、 1枚 ■枚に必ず会社名などを記入すること。      ‐

(3)通 知する認証種別情報要素と、認証演算アルゴリズムの対応を備考に記述すること。

[備考]

ファシリティ

オクテット コーァィング オクテット コーァィング オクテット コーァィング

1 0 0 0 1 1 1 0 0 lC

９

“

3

―- 24 -



別紙 1 - 7 ( 1 / 1 )

P B X間 ロー ミングサービス

( Q 9 3 1 - a )

会社名

担  当

T E L

F A X

位置登録削除時の応答メッセージに関する情報要素

[パタァン  /  ] (複 数のパターンの場合には、用紙を複写して記入すること。)

[記入上の注意点]

(1)省 略されるオクテットには、何も記入せずブランクとすること。

(2)提 出する様式には、 1枚 1枚 に必ず会社名などを記入すること。

[備考]

ファシリティ

オクテット コーディング オクテット コーァィング オクテット コーディング

1 0 0 0 1 1 1 0 0 lC

９

“

3

- 2 5 -



別紙1 - 8 ( 1 / 1 )

会社名

担  当

T E L

P B X間 ロー ミングサービス

( Q 9 3 1 - a )

F A X

位置情報照合時の応答メッセージに関する情報要素

[パターン  /  ] (複 数のパターンの場合には、用紙を複写して記入すること。)

[記入上の注意点]

(1)省 略されるオクテットには、何も記入せずブランクとすること。

(2)提 出する様式には、 1枚 1枚に必ず会社名などを記入すること。

[備考]

ファシリティ

オクテット コーァィング オクテット コーァィング オクテット コーァィング

0 0 0 1 1 1 0 0 lC

2

つ
０

- 26 -―



別紙 1-9(1/1)

P B X間 ロー ミングサービス

( Q 9 3 1 - a )

会社名

担  当

T E L

F A X

位置登録時のファシリティメッセージに関する情報要素

[パターン  /  ] (複 数のパターンの場合には、用紙を複写して記入すること。)

[記入上の注意点]

(1)省 略されるオクテットには、何も記入せずブランクとすること。
(2)提 出する様式には、 1枚 1枚に必ず会社名などを記入すること。

[備考]

フアシリティ

オクテット コ~デ ィング オクテット コーディング オクテット コーディング
1 0 0 0 1 1 l o o lC

９

″

3

―- 27 -―



別紙 1 - 1 0 ( 1 / 1 )

P B X間 ローミングサービス

( Q 9 3 1 - a )

会社名

担  当

T E L

F A X

位置登録応答時の解放メッセ
ージに関する情報要素

[パターン  /  ] (複 数のパターンの場合には、用紙を複写して記入すること。)

[記入上の注意点]

(1)省 略されるオクテットには、何も記入せずブランクとすること。

(2)提 出する様式には、 1枚 1枚 に必ず会社名など―を記入すること。

[備考]

ファシリティ

オクテット コーァィング オクテット コーァィング オクテット コーディング

1 0 0 0 1 1 1 0 0 lC

９

“

3

- 28 -



別紙1- 1 1 ( 1 / 3 )

P B X間 ローミングサービス

( 」S - 1 1 5 7 2 )

会社名

担  当

T E L

F A X

サービスプロファイル問い合せ時の呼設定メッセージに関する情報要素

[パターン  /  ] (複 数のパタ‐ンの場合には、用紙を複写して記入すること。)

伝達能力 (BC) チャネル識別子

オクテット コーァィング オクテット コーァィング

1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 4 1 0 0 0 1 1 0 0 0 18

2 2

3 3

3 a 十

4 3.2

十 3.3

十

5

5a

5b

5c

5d

6

6a

7

7a

[記入上の注意点]

(1)省 略されるオクテットには、何も記入せずブランクとすること。

(2)提 出する様式には、 1枚 1枚 に必ず会社名などを記入すること。

(3)伝 達能力 (BC)の オクテット4a,4b及 びチャネル識別子のオクテット3.1は

使用しないこと。
[備考]

- 29 -



別紙 1-11(2/3)

P B X間 ローミングサービス

( 」S - 1 1 5 7 2 )

会社名

担  当

T E L

F A X

サービスプロファイル問い合せ時の呼設定メッセージに関する情報要素

[パターン  /  ] (複 数のパターンの場合には、用紙を複写して記入すること。)

発番号 着番号

指定する。省略する

オクテット コーァィング オクテット コーァィング

1 0 1 1 0 1 1 0 0 6C 1 0 1 1 1 0 0 0 0 70

2 ，

″

3 3

3a 4

4

[記入上の注意点]

(1)省 略されるオクテットには、何も記入せずブランクとすること。

(2)提 出する様式には、 1枚 1枚 に必ず会社名などを記入すること。

[備考]

- 30 -



別紙1-11(3/3)

会社名

担  当

T E L

P B X間 ローミングサービス

( 」S - 1 1 5 7 2 )
F A X

サービスプロファィル問い合せ時の呼設定メッセージに関する情報要素

[パターン  /  ] (複 数のパターンの場合には、用紙を複写して記入すること。)

[記入上の注意点]

(1)省 略されるオクテットには、何も記入せずブランクとすること。

(2)提 出する様式には、 1枚 1枚 に必ず会社名などを記入すること。

[備考]

ファシリティ

オクテット コーディング オクテット コーァィング オクテット コーァィング

1 0 0 0 1 1 1 0 0 lC

９

“

3

T 3 1 -



別紙 1 - 1 2 ( 1 / 3 )

P B X間 ローミングサービス

( 」S - 1 1 5 7 2 )

会社名

担  当

T E L

F A X

位置登録削除時の呼設定メッセ‐ジに関する情報要素

[パターン  /  ] (複 数のパターンの場合には、用紙を複写して記入すること。)

伝達能力 (BC ) チャネル識別子

オクテット コーァィング オクテット コーディング

1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 4 0 0 0 1 1 0 0 0 18

９

″

９

“

3 3

3a 計

4 3.2

-4a
3.3

十

5

5a

5b

5c

5d

6

6a

7

7a

[記入上の注意点]

(1)省 略されるオクテットには、何も記入せずブランクとすること。

(2)提 出する様式には、 1枚 1枚 に必ず会社名などを記入すること。

(3)伝 達能力 (BC)の オクテット4a,4b及 びチャネル識別子のオクテット3.1は

使用しないこと。
[備考]

- 3 2 -



別紙 1 - 1 2 ( 2 / 3 )

P B X間 ローミングサービス

( J S - 1 1 5 7 2 )

会社名

担  当

T E L

F A X

位置登録削除時の呼設定メッセージに関する情報要素

[パターン  /  ] (複 数のパターンの場合には、用紙を複写して記入すること。)

発番号 着番号

指定する。省略する

オクテット コーァィング オクテット コーァィング

1 0 1 1 0 1 1 0 0 6C 1 0 1 1 1 0 0 0 0 70

2 ０
４

3 3

3a 4

4

[記入上の注意点]                    ‐

(1)省 略されるオクテットには、何も記入せずブランクとすること。

(2)提 出する様式には、 1枚 1枚に必ず会社名などを記入すること。

[備考]

- 33 -―



別紙 1 - 1 2 ( 3 / 3 )

P B X間 ローミングサービス

( J S - 1 1 5 7 2 )

会社名

担  当

T E L

F A X

位置登録削除時の呼設定メッセージに関する情報要素

[パターン  /  ] (複 数のパターンの場合には、用紙を複写して記入すること。)

[記入上の注意点]

(1)省 略されるオクテットには、何も記入せずブランクとすること。

(2)提 出する様式には、 1枚 1枚 に必ず会社名などを記入すること。

[備考]

ファシリティ

オクテット コーァィング オクテット コーァィング オクテット コーァィング

1 0 0 0 1 1 1 0 0 lC

，

“

3

―- 34 -



別紙1-1 3 ( 1 / 3 )

P B X間 ローミングサービス

( J S - 1 1 5 7 2 )

会社名

担  当

T E L

F A X

ローミング着信時の呼設定メッセージに関する情報要素

[パターン  /  ] (複 数のパターンの場合には、用紙を複写して記入すること。)

伝達能力 (BC) チャネル識別子

オクテット コーァィング オクテット コーァィング

1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 4 1 0 0 0 1 1 0 0 0 18

，

″ 2

3 3

3 a 計

4 ，

“

０
０

静
3.3

4 b―

5

5a

5b

5c

5d

6

6a

7

7a

[記入上の注意点]

(1)省 略されるオクテットには、何も記入せずブランクとすること。

(2)提 出する様式には、 1枚 1枚 に必ず会社名などを記入すること。

(3)伝 達能力 (BC)の オクテット4a,4b及 びチャネル識別子のオクテット3.1は

使用しないこと。
[備考]

―- 35 -



別紙 1 - 1 3 ( 2 / 3 )

P B X間 ローミングサービス

( J S - 1 1 5 7 2 )

会社名

担  当

T E L

F A X

ローミング着信時の呼設定メッセージに関する情報要素

[パターン  /  ] (複 数のパターンの場合には、用紙を複写して記入すること。)

発番号 着番号

指定する。省略する

オクテット コーァィング オクテット コーディング

l 0 1 1 0 1 1 0 0 6C l 0 1 1 1 0 0 0 0 70

９

″

９

“

3
つ
０

3a 4

4

[記入上の注意点]

(1)省 略されるオクテットには、何も記入せずブランクとすること。

(2)提 出する様式には、 1枚 1枚 に必ず会社名などを記入すること。

[備考]

- 3 6 -



別紙1-13(3/3)

P B X間 ロー ミングサービス

( 」S - 1 1 5 7 2 )

会社名

担  当

T E L

F A X

ローミング着信時の呼設定メッセージに関する情報要素

[パターン  /  ] (複 数のパターンの場合には、用紙を複写して記入すること。)

[記入上の注意点]

(1)省 略されるオクテットには、何も記入せずブランクとすること。

(2)提 出する様式には、 1枚 1枚 に必ず会社名などを記入すること。

[備考]

ファシリティ

オクテット コーァィング オクテット コーァィング オクテット コーァィング

1 0 0 0 1 1 1 0 0 lC

2

3

―- 37



別紙1 - 1 4 ( 1 / 3 )

P B X間 ローミングサービス

( 」S ‐1 1 5 7 2 )

会社名

担  当

T E L

F A X

位置情報照合  (H→ V)時 の呼設定メッセージに関する情報要素

[パターン  /  ] (複 数のパタニンの場合には、用紙を複写して記入すること。)

伝達能力 (BC) チャネル識別子

オクテット コーァィング オクテット コーディング

1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 4 0 0 0 1 1 0 0 0 18

，

″ 2

3 3

3 a 一

4 3.2

+ 3.3

十

5

5a

5b

5c

5d

6

6a

″
ｒ

7a

[記入上の注意点]

(1)省 略されるオクテットには、何も記入せずブランクとすること。

(2)提 出する様式には、 1枚 1枚 に必ず会社名などを記入すること。

(3)伝 達能力 (BC)の オクテット4a,4b及 びチャネル識別子のオクテット3.1は

使用しないこと。
[備考]

―- 38 -



別紙1-14(2/3)

P B X間 ローミングサービス

( J S - 1 1 5 7 2 )

会社名

担  当

T E L

F A X

位置情報照合  (H→ V)時 の呼設定メッセージに関する情報要素

[パターン  /  ] (複 数のパターンの場合には、用紙を複写して記入すること。)

発番号 着番号

指定する。省略する

オクテット コーァィング オクテット コーディング

1 0 1 1 0 1 1 0 0 6C 1 0 1 1 1 0 0 0 0 70

９

“
９

“

3 3

3a 4

4

[記入上の注意点]

(1)省 略されるオクテットには、何も記入せずブランクとすること。

(2)提 出する様式には、 1枚 1枚 に必ず会社名などを記入すること。

[備考]

―- 39 -



別紙 1 - 1 4 ( 3 / 3 )

P B X間 ローミングサービス

( 」S - 1 1 5 7 2 )

会社名

担  当

T E L

F A X

位置情報照合  (H→ V)時 の呼設定メッセ
ージに関する情報要素

[パターン  /  ] (複 数のパターンの場合には、用紙を複写して記入すること。)

[記入上の注意点]

(1)省 略されるオクテットには、何も記入せずブランクとすること。

(2)提 出する様式には、 1枚 1枚 に必ず会社名などを記入すること。

[備考]

ファシリティ

オクテット コーァィング オクテット コーディング オクテット コーディング

1 0 0 0 1 1 1 0 0 lC

2

3

-  40 -



別紙1-1 5 ( 1 / 3 )

P B X間 ロー ミングサービス

( 」S - 1 1 5 7 2 )

会社名

担  当

T E L

F A X

位置情報照合 (V→ H)時 の呼設定メジセージに関する情報要素

[パターン  /  ] (複 数のパターンの場合には、用紙を複写して記入すること。)

伝達能力 (BC) チャネル識別子

オクテット コーァィング オクテット コーディング

1 0 0 0 0 0 1 0 0 04 1 0 0 0 1 1 0 0 0 18

９

“

，

“

０
０ 3

3a 計

4 3.2

十 ０
０

つ
０

十

員
υ

5a

5b

5c

5d

6

6a

7

7a

[記入上の注意点]

(1)省 略されるオクテットには、何も記入せずブランクとすること。

(2)提 出する様式には、 1枚 1枚 に必ず会社名などを記入すること。

(3)伝 達能力 (BC)の オクテット4a,4b及 びチャネル識別子のオクテット3.1は

使用しないこと。
[備考]

―- 41 -



別紙 1 - 1 5 ( 2 / 3 )

PBX間 ローミングサービス

( 」S - 1 1 5 7 2 )

会社名

担  当

T E L

F A X

位置情報照合 (V→ H)時 の呼設定メッセージに関する情報要素

[パターン  /  ] (複 数のパターンの場合には、用紙を複写して記入すること。)

発番号 着番号

指定する。省略する

オクテット コーァィング オクテット コーァィング

1 0 1 1 0 1 1 0 0 6C 1 0 1 1 1 0 0 0 0 70

，

“

９

″

3 3

3 a 4

4

[記入上の注意点]

(1)省 略されるオクテットには、何も記入せずブランクとすること。

(2)提 出する様式には、 1枚 1枚 に必ず会社名などを記入すること。

[備考]

- 4 2 -



別紙 1 - 1 5 ( 3 / 3 )

P B X間 ロー ミングサービス

( 」S - 1 1 5 7 2 )

会社名

担  当

T E L

F A X

位置情報照合 (V→ H)時 の呼設定メッセージに関する情報要素

[パターン  /  ] (複 数のパターンの場合には、用紙を複写して記入すること。)

[記入上の注意点]

(1)省 略されるオクテットには、何も記入せずブランクとすること。

(2)提 出する様式には、 1枚 1枚 に必ず会社名などを記入すること。

[備考]

ファシリティ

オクテット コーァィング オクテット コーディング オクテット コーディング

1 0 0 0 1 1 1 0 0 lC

2

3

―- 4 3 -



別紙1-16(1/2)

P B X間 ローミングサービス

( 」S - 1 1 5 7 2 )

会社名

担  当

T E L

F A X

サ,ビ スプロファイル問い合せ時の応答メッセージに関する情報要素 (シナリオ 1)

[パターン  /  ] (複 数のパターンの場合には、用紙を複写して記入すること。)

[記入上の注意点]

(1)省 略されるオクテットには、何も記入せずブランクとすること。

(2)提 出する様式には、 1枚 1枚 に必ず会社名などを記入することも

[備考]

ファシリティ

オクテット コーァィング オクテット コーァィング オクテット コーァィング

1 0 0 0 1 1 1 0 0 lC

2

3

―- 44



別紙 1 - 1 6 ( 2 / 2 )

P B X間 ローミングサービス

( J S - 1 1 5 7 2 )

会社名

担  当

T E L

F A X

サービスプロファイル問い合せ時の応答メッセージに関する情報要素 (シナリオ la)

[パターン  /  ] (複 数のパターンの場合には、用紙を複写して記入すること。)

[記入上の注意点]

(1)省 略されるオクテットには、何も記入せずブランクとすること。

(2)提 出する様式には、 1枚 1枚 に必ず会社名などを記入すること。

(3)通 知する認証種別情報要素と、認証演算アルゴリズムの対応を備考に記述すること。

[備考]

ファシリティ

オクテット コーァィング オクテット コーァィング オクテット コーァィング

1 0 0 0 1 1 1 0 0 lC

９

“

3

- 4 5 -



別紙 1 - 1 7 ( 1 / 1 )

P B X間 ローミングサービス

( 」S - 1 1 5 7 2 )

会社名

担  当

T E L

F A X

位置登録削除時の応答メッセージに関する情報要素

[パターン  /  ] (複 数のパターンの場合には、用紙を複写して記入すること。)

[記入上の注意点]

(1)省 略されるオクテットには、何も記入せずブランクとすること。

(2)提 出する様式には、 1枚 1枚 に必ず会社名などを記入すること。

[備考]

ファシリティ

オクテット コーァィング オクテット コーァィング オクテット コーァィング

1 0 0 0 1 1 1 0 0 lC

2

3

―- 46 -



別紙1 - 1 8 ( 1 / 1 )

P B X間 ローミングサービス

( 」S - 1 1 5 7 2 )

会社名

担  当

T E L

F A X

位置情報照合時の応答メッセージに関する情報要素

[パターン  /  ] (複 数のパターンの場合には、用紙を複写して記入すること。)

[記入上の注意点]

(1)省 略されるオクテットには、何も記入せずブランクとすること。

(2)提 出する様式には、 1枚 1枚 に必ず会社名などを記入すること。

[備考]

ファシリティ

オクテット コーディング オクテット コーァィング オクテット コーァィング

1 0 0 0 1 1 1 0 0 lC

９

“

3

- 47 -―



別紙 1 - 1 9 ( 1 / 1 )

P B X間 ローミングサ=ビ ス

( J S - 1 1 5 7 2 )

会社名

担  当

T E L

F A X

位置登録時のファシリティメッセ
ージに関する情報要素

[パターン  /  ] (複 数のパターンの場合には、用紙を複写して記入すること。)

[記入上の注意点]

(1)省 略されるオクテットには、何も記入せずブランクとすること。

(2)提 出する様式には、 1枚 1枚 に必ず会社名などを記入すること。

[備考]

ファシリティ

オクテット コーァィング オクテット コーァィング オクテット コーァィング

1 0 0 0 1 1 1 0 0 lC

2

3

‐  48 -―



別紙1- 2 0 ( 1 / 1 )

P B X間 ロー ミングサービス

( 」S - 1 1 5 7 2 )

会社名

担  当

T E L

F A X

位置登録応答時の解放メッセージに関する情報要素

[パターン  /  ] (複 数のパターンの場合には、用紙を複写して記入すること。)

[記入上の注意点]

(1)省 略されるオクテットには、何も記入せずブランクとすること。

(2)提 出する様式には、 1枚 1枚 に必ず会社名などを記入すること。

[備考]

ファシリティ

オクテット コーァィング オクテット コーァィング オクテット コーァィング

1 0 0 0 1 1 1 0 0 lC

2

3

―- 49 -



会社名

担  当

T E L

F A X

PBX間 ローミング付カロサービス相互接続試験条件 リス ト (Q931-a)

[記入上の注意点]

(1)提 出された様式には、 1枚 1枚必ず会社名等を記入すること。

No. 項 目 選択パラメータ 備 考

1 プロトコル識別子 Э42

９

“ 呼番号長 Э 2

3 着番号のオクテット3 Э80  ② その他
その他のオクテット3の み
記入する (   )

4 発番号のオクテット3 ①80  ② その他
その他のオクテット3の み
記入する (   )

5 発番号のオクテット3a ①省略  ② その他
その他のオクテット3aの

み記入する (   )

6 リスター ト受信時の手順 ①ACKをかえす

リスター トの範囲はチャネ
ル毎、インタフェース毎、
全インタフェースの 3種類
がありうる

7
シナリオ 1 認 証鍵情報送
受手順

り

し

あ

な

①

②

8
シナリオ la 認 証鍵情報
送受信手順

り

し

あ

な

①

②

-  50 -



会社名

担  当

T E L

F A X

PBX間 ローミング付加サービス相互接続試験条件リス ト (」S-11572)

[記入上の注意点]

(1)提 出された様式には、 1枚 1枚 必ず会社名等を記入すること。

N o . 項 目 選択パラメすタ 備 考

1 プロトコル識別子 ①08

，

″ 呼番号長 ① 2

０
０ 着番号のオクテット3 ①80  ② その他

その他のオクテット3のみ
記入する (   )

4 発番号のオクテット3 ①80  ② その他
その他のオクテット3の み
記入する (   )

5 発番号のオクテット3a ①省略  ② その他
その他のオクテット3aの
み記入する (   )

6 リスター ト受信時の手順 ①ACKをかえす
リスター トの範囲はチャネ
ル毎、全インタフェースの
2種類がありうる

7 分害1発呼手順
①あり
②なし

8 分割着呼手順
①あり
②なし

9
シナリオ 1 認 証鍵情報送
受手順

①あり
②なし

10
シナリオ la 認 証鍵情報
送受信手順

Эあり
②なし

- 51 -―



(注)試 験終了後速やかに報告のこと

受

　

信

発

　

信

会社名 ・部課名
機 種  名

殿

発信者名

チェック項目

正常にデータリンクが設定されること。
(判定〇、または×)

専用線パス設定

正常に位置登録できることё
(判定〇、または×)

■ヒ
'ス
フ
・
ロファ布レ問し沿せ

位 置  登  録

正常に発信でき相手に着信できること。
(判定〇、または×)

正常に着信できること。
(判定〇、または×)

ロー ミング着信

ビジタ局 とホーム局間でデータベース整合ができるこ

と。 (判定〇、または×)
位置情報照合

ビジタ/ホ ーム局のロケーションレジスタが削除される
こと。 (判定〇、または×)

位置登録削除

総   合   評   価   ( 判 定 〇、または ×)

PBX間 ローミング 加サービス相互接続試験チェックリス ト( 931-a ホ
ーム局)

―

い
一

―



別姦 : 1 2

ｌ

ｕ
∞

―

(注)試 験終了後速やかに報告のこと

受

　

信

発

　

信

会社名 ・部課名
機 種  名

殿

発信者名

ローミング サー ビス相互

チェック項目

専用線パス設定 正常にデータリンクが設定されること。
(判定〇、または×)

■ヒ
゛
スプロファ″レ問し沿せ

位 置  登  録

正常に位置登録できること。
(判定〇、または×)

正常に発信でき相手に着信できること。
(判定〇、または×)

ローミング着信 正常に着信できること。
(判定〇、または×)

位置情報照合 ビジタ局とホーム局間でデータベース整合ができるこ
と。 (判定〇、または×)

ビジタ/ホ ーム局のロケーションレジスタが削除される
こと。 (判定〇、または×)

合   評   価   ( 判 定 〇、または ×)



(注)試 験終了後速やかに報告のこと

受

　

信

発

　

信

会社名 ・部課名
機 種  名

殿

発信者名

ローミング付加サービス相互

チェック項目

専用線パス設定 正常にデータリンクが設定されること。
(判定〇、または×)

トヒ
゛
スプロファイル問し沿せ

位 置  登  録

正常に位置登録できること。
(判定〇、または×)

正常に発信でき相手に着信できること。
(判定〇、または×)

ロー ミング着信 正常に着信できること。
(判定〇、または×)

位置情報照合 ビジタ局とホーム局間でデータベース整合ができるこ
と。 (判定〇、または×)

位置登録削除 ビジタ/ホ ーム局のロケーションレジスタが削除される
こと。 (判定〇、または×)

合   評   価   ( 判 定〇、または ×)

１

０
ド

ー



(注)試 験終了後速やかに報告のこと

受

　

信

発

　

信

会社名 。部課名 機 種  名

殿

発信者名

PBX間 ロー ミング付加サー ビス チェックリス ト(

チェック項目

専用線パス設定 正常にデータリンクが設定されること。
(判定〇、または×)

l「ヒ
゛
スプロファィル問し沿せ

位 置  登  録

正常に位置登録できること。
(判定〇、または×)

正常に発信でき相手に着信できること。
(判定〇、または×)

ロー ミング着信 正常に着信できること。
(判定〇、または×)

位置情報照合 ビジタ局とホーム局間でデータベース整合ができるこ
と。 (判定〇、または×)

位置登録削除 ビジタ/ホ ーム局のロケーションレジスタが削除される
こと。 (判定〇、または×)

合   評   価   ( 判 定 〇、または ×)

―

は
い

―



PBX相 互接続試験結果表

(PBX間 ローミング付加サ
‐ビス)

PBX闇 ロー ミング付加サービス相互接続試験  (Q931-a)

試験 日    月   日

ホーム

ビジタ

判定  ○  : 接 続可

△  : 条 件付きで接続可

× : 接 続不可

- 5 6 -



PBX相 互接続試験結果表

(PBX間 ロー ミング付加サービス)

P B X PHlローミング付加サービス相互接続試験  (Is-11572)

試験 日    月   日

ホー ム

ビジタ

判定  ○  : 接 続可

△  : 条 件付きで接続可

× : 接 続不可

- 57 -―
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